
 

日野市子ども・子育て支援事業次期計画 

策定のためのニーズ調査ご協力のお願い 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【回答にあたってのお願い】 

１．アンケートは、宛名のお子様の保護者の方がお答えください。 

 

２．回答は、選択肢に○をつけていただく場合と、数字などを記入いただく場合
があります。設問により〇をつける数が異なりますので、ご注意ください。 

3．設問によって、お答えいただく方が限られる場合があります。ことわり書きに
従って回答いただき、該当しない場合は次の設問にお進みください。 

4．ご記入後は、同封の返信用封筒に入れ、投函してください。（切手不要） 

投函期限：令和６年 2 月 16 日（金） 

本アンケートは、WEBで回答していただくこともできます。 

ご希望の方は、右横の二次元コードから専用フォームにアクセスしてください。 

URL：https://www15.webcas.net/form/pub/websurvey/hino_syohogo 

ＩＤ：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

＜問合せ先＞ 日野市子ども部子育て課 地域青少年係  

TEL 042-５14-8579（直通） E-MAIL jidouf@city.hino.lg.jp  

日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

市では「新！ひのっ子すくすくプラン（第 2 期日野市子ども・子育て支

援事業計画）」に基づき、子ども・子育て支援施策を推進しておりますが、

本計画が令和６年度で満了することから、現在、新たに若者支援を加えた

次期計画の策定作業を進めているところです。そこで小学校１年生から６

年生までのお子様がおられるご世帯の教育・保育・子育て支援に関する「現

在の利用状況」や、「今後の利用希望」を把握し、次期計画に活かすための

ニーズ調査を実施させていただきます。 

調査の実施にあたっては、住民基本台帳の中から該当する年齢のお子様

1,200 人を無作為で抽出し、調査票を送付させていただきました。回答い

ただいた調査内容は、今後の子ども・子育て支援施策を進めていくための

基礎資料としてのみ利用し、回答者個人が特定されたり、個々の回答内容

が他にもれたりすることは一切ございません。 

ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力 

くださいますようお願い申し上げます。                            

令和６年１月 

 日野市長 大坪 冬彦 

 



 

事業一覧 
マ マ パ パ ク ラ ス：安心して妊娠・出産を迎えられるよう、ママとパパを対象に、地域での子育て 

          仲間を作ることを重点に教室を開催 

家庭教育に関する学習講座：家庭教育の充実や保護者の教育力向上を図るための、家庭教育学級や生涯学習 

課による講演会など 

就 学 相 談：発達の状態や特性の種類・程度を考慮しながら、その子どもに適した学校・学

級がどこであるかの相談を実施 

保育所や幼稚園の園庭等の開放：園庭を定期的に開放し、子育て家庭が安心・安全に外遊びができる場所を提供 

児 童 館：0 歳から 18 歳までの子どもとその保護者が気軽に集える場所。子どもの健や

かな育成を目的に、家庭・地域・学校と連携し、子育て・子育ち支援を実施 

ファミリー・サポート・センター：手助けが必要な方（依頼会員）と、手助けができる方（提供会員）が、困った

ときはお互い様の気持ちで「助け合う」、有償ボランティアの会員組織 

子ども家庭総合相談（子ども家庭支援センター）：子育ての疑問や質問、悩みや不安などの相談（電話や面談） 

子 育 て サ ー ク ル：子どもとその保護者が定期的に集まり、遊びながら友達作りや情報交換、子育

ての悩みを相談しながら「子育てを共にしていこう！」とするサークル活動 

子育てひろば事業：乳幼児とその保護者の方が立ち寄り、遊んだり、相談したり、情報を得たりで

きる場を提供。保育園や児童館でも実施 

ひのっ子の子育て・子育ち「知っ得ハンドブック」：安心して楽しみながら子育てするために、日野市の子育て情報をまとめたもの 

子育て情報サイト「ぽけっとなび」：市の子育て支援や子育てに役立つ情報を伝えるための「子育て情報」に特化し

たサイト 

病児・病後児保育事業：病気中や病気の回復期にある 0 歳から 10 歳未満の子どもを、仕事や冠婚葬

祭などの理由により家庭での保育が困難な場合に一時的に保育する事業 

ショートステイ事業：家庭における養育がさまざまな事情で困難になった場合に、子どもを一時的に

宿泊を伴って預かる事業 

トワイライトステイ事業：ご家族の入院、勤務での残業、地域活動や学習活動への参加などの事情で、一

時的に夜間の保育ができないときに子どもを預かる事業 

一 時 保 育 事 業：家族の入院・通院・介護、育児疲れ、仕事や通院等様々な事情で一時的に保育

ができないとき、子どもを預かり、保護者の育児の負担を軽減する事業 

休 日 保 育 事 業：休日に、就労等により子どもの保育が出来ない場合に、保育園で預かり保育を

する事業 

夜 間 保 育 事 業：保護者が仕事などの理由で夜間に家庭での保育ができない場合に、保育を実施 

する事業 

認 証 保 育 所：東京都の認証を受けた保育施設 

学 童 ク ラ ブ：保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象に、適切な遊びと生活の

場を提供し、児童の健全な育成を図ることを目的とする事業 

放課後子ども教室「ひのっち」：給食のある平日の放課後、小学校全 17 校の教室、校庭、体育館などを活動場

所として、地域の協力を得て実施する放課後の子どもの居場所づくり事業 

放課後等デイサービス：障害のある子どもの生活能力の向上に必要な訓練、社会との交流の促進等の支

援を行う事業 

ひとり親家庭のしおり：ひとり親家庭の支援のための、相談窓口の案内や利用できる制度等をまとめた

冊子 

プ レ ー パ ー ク：自分の責任で自由に遊ぶことをモットーに、整備された公園等ではなく自然 

          の中で子ども達が思いっきり遊ぶことができる場所 

子 ど も 食 堂：地域住民等による、無料または安価で子どもやその保護者等に食事や居場所、 

          地域との交流の場を提供する取り組み 

無 料 塾：地域住民等による、様々な事情で塾に通えなかったり学校以外に勉強する場が 

          ない等といった子どもの学習支援を行う取り組み 
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Ⅰ‐１ 子育て環境や子育て支援の現状についてお伺いします。 

Ⅰ 地域における子育て支援について 

 
 

 

問１ あなたは、子育てを楽しいと感じることが多いですか。それとも辛いと感じることが

多いですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．楽しいと感じることの方が多い 

２．楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい 

３．辛いと感じることの方が多い 

４．その他（                              ） 

５．わからない 

 
問２ あなたは、子育てをしていて、不安や悩みなどはありますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．すごくある  ２．少しある  ３．ほとんどない 

 
問３ 子育てに関して日常悩んでいること、または、気になることはどのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．病気 

２．発育・発達 

３．食事や栄養 

４．育児の方法がよくわからない 

５．しつけの仕方がわからない 

６．子どもとの接し方に自信がもてない 

７．子どもと触れあう時間を十分に取れない 

８．話し相手や相談相手がいない 

９．仕事や自分のやりたいことが十分できない 

１０．子どもの教育 

１１．子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む） 

１２．不登校 

１３．子育てに関しての配偶者・パートナーの考え 

１４．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場等周囲の目が気になる 

１５．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいない 

１６．子どもを叱りすぎているような気がする 

１７．子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまう 

１８．地域の子育て支援事業の内容や利用方法がよくわからない 

１９．子どもと安心して遊びに行ける場が少ない 

２０．子どもだけで安心して遊べる場が少ない 

２１．子育て仲間と出会える場が少ない 

２２．子どもの気持ちがくみ取れない、わからない 

２３．子どもに対する性教育 

２４．その他（                        ） 

２５．特に悩んでいることはない 
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問４ あなたは、子育てに関する以下の相談窓口を知っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子ども家庭支援センター 

２．発達・教育支援センター「エール」 

３．子育てひろば 

４．児童館 

５．公立保育園の子育て相談 

６．民生委員 

７．その他（             ） 

８．どれも知らない 

 
問５ 相談窓口を利用するために必要な条件は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．相談しやすい雰囲気であること 

２．相談内容に応じた専門員が配置されていること 

３．相談する際に、誰にも聞かれないようにしてあること 

４．相談したことが誰にも知られないようにすること 

５．相談の間、子どもを預かってもらえること 

６．相談できる日、時間が選べること 

７．予約を必要としないこと 

８．相談する場所が近くにあること 

９．交通の便が良いこと 

１０．駐車場があること 

１１．その他（                              ） 

１２．特にない、わからない 

 
問６ ご家庭では、あて名のお子さんを、どのようなときに叱りますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．危ないことをしているとき 

２．生き物をいじめたとき 

３．うそをついたとき 

４．返事やあいさつをきちんとしないとき 

５．友だちをたたいたり、意地悪をしたとき 

６．悪さやいたずらをしたとき 

７．後片付けをしないとき 

８．言葉遣いが悪いとき 

９．公共の場で迷惑をかけるとき 

１０．保護者の言うことを聞かないとき 

１１．指しゃぶりをしたとき 

１２．排泄がきちんとできないとき 

１３．その他 

（               ） 

 
問７ 子どもに対して、思わずたたいたり、心を傷つけてしまうような言動をしたり、子ど

もの相手や世話をしないことがありますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．よくある 

２．たまにある 

３．したいと思うことはよくあるが、行動には移さない 

４．ほとんどない 

５．まったくない 
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Ⅰ‐２ 子育て環境についてお伺いします。 

Ⅰ‐３ 地域での子育て状況についてお伺いします。 

 

 

問８ 子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる

場所はありますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．いる／ある            ２．ない  

 
問９ 問８で、１に○をつけた方にお伺いします。 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）です

か。（あてはまるものすべてに○） 

１．祖父母等の親族 

２．友人や知人 

３．近所の人 

４．子ども家庭支援センター・保健所 

５．児童館 

６．子育てに関する民間団体（NPO 等） 

 

７．学校の先生・職員 

８．民生委員・児童委員 

９．かかりつけの医師 

１０．インターネットも含む SNS 等 

１１．子育てサークル 

１２．その他 

（               ） 

 
 
  
 
 

問１０ 地域に親子でつきあえる知人または友人などがいますか。（２つまで○） 

１．家族同様につきあっている人がいる 

２．必要なときに、子どもを預けられる人がいる 

３．レジャー等を楽しむことのできる人がいる 

４．気軽におしゃべりできる人がいる 

５．日常的にあいさつできる人がいる 

６．地域に親子でつきあえるような人などはいない 

 
問１１ あなたは、地域の人から見守られていると感じますか。（あてはまるもの1つに○） 

１．とても見守られている 

２．どちらかと言えば見守られている 

３．どちらとも言えない 

４．どちらかと言えば見守られていない 

５．まったく見守られていない  

６．よくわからない 
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Ⅱ‐１ あて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。 

Ⅱ 育成基盤づくりについて 

 

 

 

問１２ あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）を伺います。 

（１）母親 【父子家庭の場合は記載不要】  （あてはまるもの１つに○） 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない    

６．これまでに就労したことはない           

※フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労 
パート・アルバイト等：「フルタイム」以外の就労 

 
（1）-1 問１２（１）で、1から4までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

1週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」を（ ）

内にお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多い

パターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る

前の状況についてお答えください。 

１週あたり （    ）日    １日あたり （    ）時間 

 
（1）-2 問１２（１）で、1から4までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

家を出る時間と帰宅時間を（ ）内にお答えください。時間が一定でない場合

は、もっとも多いパターンでお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、

休業に入る前の状況についてお答えください。 

（※時間は必ず24時間制でお答えください） 

家を出る時間 （    ）時     帰宅時間 （    ）時 

 
（２）父親 【母子家庭の場合は記載不要】  （あてはまるもの１つに○） 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない    

６．これまでに就労したことはない           
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（2）-1 問１２（２）で、1から4までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」を（ ）

内にお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多い

パターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。 

１週あたり  （    ）日   １日あたり（    ）時間 

 
（2）-2 問１２（２）で、1から4までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

家を出る時間と帰宅時間を（ ）内にお答えください。時間が一定でない場合

は、もっとも多いパターンでお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に

入る前の状況についてお答えください。 

（※時間は必ず24時間制でお答えください） 

家を出る時間 （    ）時   帰宅時間 （    ）時 

 
問１３ 問１２の（１）母親または（２）父親で、３または4（パート・アルバイト等で就労）

に○をつけた方にお伺いします。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（母親）と（父親）それぞれについてお答え

ください。（あてはまるもの１つに○） 

母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 
 

父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 
問１４ 問１２の（１）母親または（２）父親で、5または6（現在就労していない・就労し

たことがない）に○をつけた方にお伺いします。就労したいという希望はあります

か。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する（ ）内に数字をご記

入ください 

母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する就労形態  ア．フルタイム 

            イ．パートタイム・アルバイト等 

            →１週あたり（   ）日 １日あたり（    ）時間 

  



 6 

Ⅱ‐２ あて名のお子さんが病気の際の対応についてお伺いします。 

父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する就労形態  ア．フルタイム 

            イ．パートタイム・アルバイト等 

            →１週あたり（   ）日 １日あたり（    ）時間 

 
 

 

 

問１５ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかった

ことはありますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．あった            ２．なかった   

 

問１６ 問１５で、１に〇をつけた方に伺います。あて名のお子さんが病気やケガで学校を

休まなければならなかった場合に、この１年間に行った対処方法としてあてはまる

記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も（ ）内に数字でご記入ください。（半日

程度の対応の場合も１日とカウントしてください。） 

 1 年間の対処方法 日数 

１．あった ア． 父親が休んだ                 

イ． 母親が休んだ                 

ウ． （同居者を含む）親族・知人に預けた      

エ． 就労していない保護者がみた          

オ． 病児・病後児の保育サービスを利用した     

カ． ベビーシッターを頼んだ            

キ． ファミリー・サポート・センターにお願いした    

ク． 仕方なく子どもだけで留守番をさせた      

ケ． その他（                ）  

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

 

２．なかった 

 

問１７ 問１６で、アまたはイに〇をつけた方にお伺いします。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等に預けたい」と思われました

か。（１つだけ○）また、1に○をつけた方は、日数も（ ）内に数字でご記入くだ

さい。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ （   ）日 

２．利用したいとは思わない 
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問１８ 問１６で、ウからケのいずれかに○をつけた方にお伺いします。その際、「できれ

ば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。（あてはまるもの１

つに○）また、1に○をつけた方は、日数も（ ）内に数字でご記入ください。 

１．できれば仕事を休んで看たい ⇒ （   ）日  

２．休んで看ることは非常に難しい          

 
問１９ 病児・病後児保育について、利用したことがある、なしに関わらず、感じているこ

とを教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもの負担が大きい 

２．初めての場所で知らないスタッフの保育を受けさせることに抵抗がある 

３．家族や親族等で対応できる 

４．自宅近くにない 

５．利用料が高い 

６．利用するための手続き等が煩雑である 

７．申込みをしても定員が一杯で断られることが多い 

８．その他（                               ） 

９．特になし 

 
問２０ あて名のお子さんについて、保護者の用事により、泊りがけで年間何日くらい家族

以外に預ける必要があると思いますか。短期入所生活援助事業（ショートステイ）

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の利用希望の有無について

当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数をご記入ください（利用した

い泊数の合計と、目的別の内訳の泊数を（ ）内に数字でご記入ください。） 

１．利用したい 計（  ）泊 

 ア．冠婚葬祭 

イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 

ウ．保護者や家族の病気 

エ．その他（                 ） 

（  ）泊 

（  ）泊 

（  ）泊 

（  ）泊 

２．利用する必要はない 
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Ⅱ‐３ 仕事と子育ての両立支援についてお伺いします。 
 
 
 

問２１ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用

したいと思うものをお答えください。Ａ～Ｃすべてについて、あてはまるものすべて

にチェック  をいれてください。 

表紙の裏面に各事業の説明が記載されておりますので、ご参照ください。 

事業の種類 

Ａ Ｂ Ｃ 

知っている 
これまでに利用し

たことがある 
今後利用したい 

１ ママパパクラス □ □ □ 

2 家庭教育に関する学習講座 □ □ □ 

3 就学相談 □ □ □ 

4 保育所や幼稚園の園庭等の開放 □ □ □ 

5 児童館 □ □ □ 

6 

ファミリー・サポート・センタ
ー（会員制による住民の一時預かりを

中心とした相互援助活動） 
□ □ □ 

7 
子ども家庭総合相談 
（子ども家庭支援センター） □ □ □ 

8 子育てサークル □ □ □ 

9 子育てひろば事業 □ □ □ 

10 
ひのっ子の子育て・子育ち 
「知っ得ハンドブック」 □ □ □ 

11 
子育て情報サイト 
「ぽけっとなび」 □ □ □ 

12 病児・病後児保育事業 □ □ □ 

13 ショートステイ事業 □ □ □ 

14 トワイライトステイ事業 □ □ □ 

15 一時保育事業 □ □ □ 

16 休日保育事業 □ □ □ 

17 夜間保育事業 □ □ □ 

18 認証保育所 □ □ □ 

19 学童クラブ □ □ □ 

20 放課後子ども教室「ひのっち」 □ □ □ 

21 放課後等デイサービス □ □ □ 

22 ひとり親家庭のしおり □ □ □ 

23 プレーパーク □ □ □ 

24 子ども食堂 □ □ □ 

25 無料塾 □ □ □ 
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Ⅲ 小学校の放課後の過ごし方についてお伺いします。 

問２２ 子育てをしながら仕事を行う上での課題は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもと過ごす時間が短い 

２．家事、育児の負担が大きい 

３．職場での理解不足 

４．子どもの習い事の送迎等を提供できていない 

５．保育園、病児保育等の施設不足 

６．配偶者・パートナーとの関係性 

７．希望する職務に就けない等、キャリアへの影響 

８．その他（                                ） 

 ９．特になし 

 

Ⅲ 放課後の過ごし方について 
 

 

 

問２３ あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）は、放課後（平日の小学校

終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

なお、１から７および９、10のいずれかに○をつけた方は、それぞれ希望する週あ

たりの日数を（ ）内に数字でご記入ください。また、「８．学童クラブ」に○をつ

けた方は、利用を希望する週あたりの日数と希望する時間を（ ）内に数字でご記

入ください。 

（※時間は必ず24時間制でお答えください） 

１．自宅                    週 （  ）日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅           週 （  ）日くらい 

３．習い事                   週 （  ）日くらい 

 （ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

４．児童館                   週 （  ）日くらい 

５．ファミリー・サポート・センター       週 （  ）日くらい 

６．図書館、公民館               週 （  ）日くらい 

７．放課後子ども教室「ひのっち」          週 （  ）日くらい 

８．学童クラブ                  週 （  ）日くらい 

※就労等の要件があります          ⇒下校時から（   ）時まで 

９．放課後等デイサービス            週 （  ）日くらい 

10．公園、プレーパーク               週 （  ）日くらい 
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問２４ あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）は、放課後（平日の小学校

終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

なお、１から7および９、10のいずれかに○をつけた方は、それぞれ希望する週あ

たりの日数を（ ）内に数字でご記入ください。また、「8．学童クラブ」に○をつ

けた方は、利用を希望する週あたりの日数と希望する時間を（ ）内に数字でご記

入ください。 

（※時間は必ず24時間制でお答えください） 

１．自宅                    週 （  ）日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅           週 （  ）日くらい 

３．習い事                   週 （  ）日くらい 

 （ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

４．児童館                   週 （  ）日くらい 

５．ファミリー・サポート・センター       週 （  ）日くらい 

６．図書館、公民館               週 （  ）日くらい 

７．放課後子ども教室「ひのっち」        週 （  ）日くらい 

８．学童クラブ                  週 （  ）日くらい 

※就労等の要件があります                     ⇒下校時から（   ）時まで 

９．放課後等デイサービス            週 （  ）日くらい 

10．公園、プレーパーク               週 （  ）日くらい 
 
問２５ 問２３または問２４で、8．学童クラブに○をつけた方にお伺いします。 

あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童クラブの利用希望はあ

りますか。土曜日、日曜日・祝日それぞれあてはまるもの１つに○）また、利用した

い時間帯（何時から何時まで）を（ ）内に数字でお答えください。（※時間は必ず

24時間制でお答えください） 

土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい      利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     （  ）時から（  ）時まで 

３．利用希望はない 

日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい      利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      （  ）時から（  ）時まで 

３．利用希望はない 

 
問２６ あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の

学童クラブの利用希望はありますか。（あてはまるもの１つに○） 

また、利用したい時間帯（何時から何時まで）を（ ）内に数字でお答えくださ 

い。（※時間は必ず24時間制でお答えください） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい      利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     （  ）時から（  ）時まで 

３．利用希望はない 
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Ⅳ あて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。 

問２７ 普段どのような場所に遊びに行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．公園 

２．スポーツ施設・公民館・図書館等 

３．子育てひろば 

４．児童館 

５．ショッピングセンター等 

 ６．広場・空き地 

７．川、用水路など自然に触れられる場所 

８．プレーパーク 

９．友達の家 

１０．親族の家 

１１．その他（            ） 

 

問２８ どのような遊び場が欲しいですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．遊具がある所 

２．広い場所がある所 

３．自然がある所 

４．スポーツができる所 

５．アトラクションがある所 

６．自由に使える、無料の施設 

７．文化的な施設 

８．その他（            ） 

 

Ⅳ ご家族の状況について 

 

 
 

問２９ あて名のお子さんの生年月をお伺いします。 

西暦（   ）年（   ）月生まれ 

 
問３０ あて名のお子さんから見て、この記入票を記入したのはどなたですか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．母親      ３．母親と父親      ５．祖母 

２．父親      ４．祖父         ６．その他（          ） 

 
問３１ この調査票に回答いただいている方の配偶関係についてお伺いします。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．配偶者がいる  ２．配偶者はいない 

 
問３２ あて名のお子さんの身の回りの世話などを主に行っているのはどなたですか。 

お子さんからみた関係を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１．主に母親    ３．父母ともに       5．その他（        ） 

２．主に父親    ４．主に祖父母 
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Ⅴ 子どもの権利についてお伺いします。 

問３３ あなたが１日にお子さんと接する平均的な時間を教えてください。 

   （ ）内に具体的な数字でお答えください。 

（           ）時間 

 
 
Ⅴ 子どもの権利について 
 
 

 

 

問３４ あなたは、子育てをしていて、子どもの気持ちを聴くように意識をしたことはあり

ますか。（あてはまるものひとつに○） 

１．常にしている 

２．ときどきしている 

３．あまりしていない 

４．まったくしたことがない 

 
問３５ あなたは、「子ども条例」を知っていますか。（あてはまるものひとつに○） 

１．名前も内容も知っている 

２．名前は知っているが内容は知らない 

３．名前も内容も知らない 

 
問３６ 「子どもの権利」の中で知っているものはどれですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．いじめや虐待を受けないこと 

２．安心して居られる場所があること 

３．自分の考えを自由に言えて、その意見が尊重されること 

４．人と違う自分らしさが認められること 

５．自分の秘密が守られること 

６．学んだり遊んだり休息すること 

７．必要な情報を知ることや、必要な助言や手助けを受けられること 
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Ⅵ 最後に、日野市の子育て支援策についてお伺いします。 

Ⅵ 日野市の子育て支援について 

 

 

問３７ 市の子育て支援策として、今後何に力を入れていくべきだと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．妊娠・出産・乳幼児健診などの母子保健対策の充実 

２．保育料・教育費など子育て費用の助成 

３．保育サービスの充実 

４．子どもとの接し方や対応の仕方など子育ての悩み事相談窓口の充実 

５．子どもの発達・性格・癖など生活の中で少し気になることを相談できる場所の充実 

６．発達支援・特別支援教育の充実 

７．子育てに関する情報提供の充実 

８．子育て中の親や子どもが気軽に集うことのできる場所・機会の提供・充実 

９．子どもの権利を守る条例（日野市子ども条例）の周知・啓発 

１０．非行防止対策の充実 

１１．豊かな体験ができる文化スポーツ教室など生涯学習の充実 

１２．保育付き子育て講座の開催 

１３．犯罪から子どもを守る体制の整備 

１４．子どもへの虐待防止対策と体制の整備 

１５．家事・育児の男女共同参加の意識づくり 

１６．父親の育児参加の啓発・支援 

１７．子育てしやすい労働環境づくりの企業への啓発 

１８．公園など遊び場の整備 

１９．その他（                             ） 

 
問３８ 子育て支援事業の情報はどこから入手しますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．親族（親、きょうだいなど） 

２．友人、知人 

３．子ども家庭支援センター、児童館、子育てひろば等  

４．市のホームページや広報誌、子育て情報サイト「ぽけっとなび」、パンフレット等 

５．インターネットや SNS（日野市以外のもの） 

６．テレビ、ラジオ、新聞 

７．市販の子育て雑誌、育児書 

８．地域の団体や民間団体（NPO 等） 

９．情報の入手方法がわからない 

１０．その他（                               ） 

 
問３９ 日野市における子育て環境や支援への満足度についてお答えください。 

（あてはまるもの１つに○） 

満足度が低い                         満足度が高い 

１       ２       ３       ４        ５ 
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問４０ 子どもを育てる環境として何を重視しますか。（あてはまるもの３つまで○） 

１．豊かな自然 

２．自由にのびのび遊べる場所 

３．安全に生活できるまち 

４．利便性の高い環境 

５．同年代の仲間、友達 

６．地域の人たちとのつながり、温かい人情 

７．学校や教育施設の充実 

８．保育園や学童クラブなどの保育・育成環境が充実している 

９．児童館など子どもの居場所が充実している 

１０．子育てで親として悩んだときに相談できる場所があること 

１１．その他（                           ） 

 

質問は以上で終わりです。国、東京都、日野市に対し、子育て支援策等に関するご意見や

ご要望、また子育てに関してお悩みのこと等がございましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


